














目的 

 一昨年末の,排卵誘発時の過剰反応多胎妊娠防止対策として,間歇投与休止を施行分析,

その有用性について検討した。又 HCG負荷切替前後に,LHRH アナローダ 25μg を投与して,

これによる下垂体からの G放出作用と卵巣への直接抑制効果が過剰刺激多排卵に対してど

の様に作用するものか,又実用性の有無について検討した。 


